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その他の質問 ・草津川の高水敷の占用・利用
・草津川跡地区間６の整備

その他の質問 ・公共交通機関の再構築も含めた所見
・まめバスの運行状況と今後のあり方

その他の質問 ・不登校、いじめ対策
・総合相談窓口

質疑および一般質問
１０月２８日、２９日、３０日には、２１人の議員が、議案に対する「質疑」や
市政に関する方針や考え方などについて質す「一般質問」を行いまし
た。質問と答弁の内容の一部を要約して紹介します。

田中　香治 中島　美徳
本陣通りの無電柱化
議員　本陣通り600ｍの無電柱化ができ
る根拠と、財源はあるのかを伺う。
市　住民、地権者の同意と協力をいただき、国の交付
金を最大限活用し、既存の通信管路を利用しながら電
線地中化を達成する考えである。ただし相当な時間を
要するため、無電柱化の効果が発揮しやすい本陣周辺
の検討を進め、夜間工事の地域住民の影響や、無電柱
化の効果を検証しながら残りの区間の整備を検討する。
草津学区の通過交通渋滞
議員　費用をかけずに住民の立場に立って通過交通対
策をすることで住民の安心が得られると思うが、所見
を伺う。
市　例えば砂原地区の渋滞については、主要な国道・
県道の渋滞があり、それを避けるために生活道路へ通
り抜け車両が混入していると考える。まずは、主要道
路の渋滞解消を図るべきであり、国・県に対して対応
を要望している。細かな道路への対応についても考え
ていきたい。

子ども・若者地域協議会の設置
議員　子ども・若者地域協議会の立ち上
げは進んでいるのか。また、連絡調整を
行う調整機関はどうするのか伺う。
市　既に協議会を設置している県や他市とも情報交換
を行いながら、本市の実情に見合った効果的、機能的
な協議会となるように庁内で研究を進める。また、協
議会の事務を総括し支援の調整役となる調整機関につ
いては、今後協議会の設置にかかる庁内協議の中で併
せて決定していく。
子ども・若者計画にかかる連携
議員　（仮称）草津市子ども・若者計画の策定後、課
題解決していくには庁内外の連携が必要不可欠と考え
るが準備は進んでいるのか伺う。
市　重点取組として「義務教育課程から卒業後も見据
えた切れ目のない支援の充実」と「ひきこもり状態に
ある人の社会参加に向けた支援の充実」を掲げており、
庁内の横断的な体制が必要不可欠である。また、司令
塔となる部署を設けるなど最適な連携の方策を検討し
ている。

横江　政則
市議会選挙の投票率に関すること
議員　今後の選挙に対する投票率の向上
に向けての啓発等、その他対策について
伺う。
市　10代、30代の若者の投票率が特に低いことから、
小中高校生を対象とした選挙ポスターコンクールの実
施、コンビニ店内での投票呼びかけBGMの放送、検
索エンジンの画面に表示される広告での選挙期日の周
知を行うとともに、全国の先進事例を検証し、投票率
の向上につなげていきたい。

児童育成クラブに関すること
議員　児童育成クラブ、いわゆる学童保育の取り組み
の状況について伺う。
市　児童育成クラブの取り組みの状況は、公設児童育
成クラブを各小学校区の14施設、民設児童育成クラ
ブを15施設、合わせて29施設を開設し、４月１日時
点で、公設1,192名、民設516名、合計1,708名の受
け入れを行い、児童の健全育成を図っている。

奥村　恭弘
交通渋滞
議員　道路拡張等のハード整備ができな
い場合、積極的に交通規制をかけていく
ことはできないのか伺う。
市　学校や地域の方と話しをする中で、危険な箇所の
交通規制を要望したり、道路施設の改修等によって防
ぐことができるものは関係機関に要望している。交通
規制には地元の理解が必要であり、地域に与える影響
もあるため、慎重に検討する必要があると考えている。
誰もが働きやすい環境づくり
議員　今年度、草津市勤労者福祉基本方針の改訂がな
されるが、今回の見直しのポイントについて伺う。
市　今年４月から働き方改革関連法が順次施行され、
これらに基づいて策定された国の労働施策基本方針の
内容を踏まえている。具体的には、職場のハラスメン
ト対策や育児・介護と仕事の両立支援などの労働環境
の整備、女性や高齢者、障害者等の多様な人材の活躍
促進などである。

市民派クラブ

草政会

草政会

草政会
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11 ②ＩＣＴ　Information and Communication Technology の略語。コンピュータやインターネット等の情報通信技術。
③Wi-Fi　Wireless Fidelityの略語。無線通信を利用してデータの送受信を行うシステムの規格。
④スクラップロードマップ　業務見直し行程表。

川瀬　善行 井上　　薰
南草津プリムタウン周辺の道路計画
議員　大江霊仙寺線の開通遅延が南草津
プリムタウンへの通勤車両の流入に繋が
ると懸念している。国道１号に出る２カ所の交差点改
良の完成時期を伺う。
市　大江霊仙寺線の先線区間の完了時期は未定であ
る。土地区画整理組合の交通量調査では、交差点の処
理能力の範囲内であるとされている。南田山交差点の
改良工事は今年度中に完成予定で、南笠公民館から国
道に出る道は南草津プリムタウンが完成する令和3年
に合わせて整備する。
山手幹線の全線開通までの課題
議員　草津田上IC付近を新たなにぎわい拠点とする
整備を期待する。第６次総合計画の策定を前に関係者
への周知状況を伺う。
市　県やネクスコ西日本等の関係機関を構成員とした
研究会で、当該エリアが持つ交通結節点等のポテン
シャルや事業化の意義等の課題を共有し実現の可能性
の研究を進めている。第６次総合計画などで本市の南
の玄関口にふさわしい拠点として位置づける必要があ
ると考える。

狭隘道路の現況
議員　現在市が把握している狭隘道路の
数と、その改修に対する考え方について
伺う。
市　幅員４ｍ以下の狭隘道路は、数ではなく長さで把
握しており、市道延長の道路約527kmのうち、33%
にあたる約174kmが該当する。改修については、用
地確保等に多額の費用が必要となることから、まず主
要道路から町内に至る接続道路を優先的に行っている
状況である。

歴史的資産等を活かしたまちづくり
議員　芦浦観音寺等湖岸の文化財等を活かしたまちづ
くりの考え方について伺う。
市　地域の皆様とともに検討を重ね、まちづくりプラ
ンの作成を進めている。引き続き、具現化に向けて地
域振興や観光振興の観点からも更に検討を重ね、地域
の再生はもとより更なる活性化を図っていけるよう取
り組んでいきたい。

その他の質問 ・公園への防犯カメラ設置と集中管理
・投票区の見直し

その他の質問 ・成人式の開催
・部落差別解消推進法の具現化

杉江　　昇
第３次草津市行政システム改革推進
プラン
議員　近い将来、税収が縮小する予測が
ある中、市の事業のスクラップは重要である。進捗状
況を伺う。
市　平成29年度よりスクラップロードマップ④の策定
をしており、各部局の主体的なマネジメントによる事
務事業の点検を実施し、廃止･見直しを行っている。ま
た、事業の再構築や実施方法の最適化を進め、市民サー
ビスの向上のために財源の戦略的資源配分を図る。
まちづくり協議会の将来展望
議員　相互扶助を旨とする「生活協同組合」のような
まちづくり協議会を近い将来に創造できないか伺う。
市　まちづくり協議会は住民や団体等が手を取り合
い、自分達が住む地域をより良くするために立ち上げ
た組織であり、組合員の願いを実現する生活協同組合
の目的に通じるものがある。事業利用の仕組みは性質
が違うが、生活協同組合の持つ助け合いの精神は重要
であり、地域まちづくりの推進のために市は支援して
いく。

その他の質問 ・事業の指定管理者制度

服部利比郎
本市のホームページ利活用
議員　ホームページの利用状況、利用者
の属性などは、どのような項目で分析し、
サイト改善にどう活かしているのか伺う。
市　毎月、トップページや各記事への閲覧数の結果を
もとに、利用者の興味や関心について分析している。
また検索の多いキーワードや、アンケートフォームに
よる各記事の評価をもとに、掲載記事の充実や改善を
行い利用者のニーズに沿った情報提供に努める。

世代間における情報格差の解消
議員　ICT②の活用において、特に高齢者の情報格差

（デジタル・デバイド）解消についてどのように取り
組むか、市の考えを伺う。
市　情報格差の解消に向けた取り組みについては、
ホームページの見やすさ改善をはじめ、現在実施され
ている高齢者施設の指定管理者事業や地域サロンでの
操作研修などもふまえ、国の動向等を注視しながら、
現在策定中の草津市情報化推進計画において具体的に
検討していく。

その他の質問 ・草津市総合情報アプリ導入
・広域避難所等へのWi-Fi③設置

草政会草政会

草政会市民派クラブ
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西川　　仁 西村　隆行
小学校より高い保育所給食費を安く
議員　今年10月から保育料無償化が実施
されたが、給食費（おかず代等の副食費）
は4,500円であり、小学校給食費の3,800円より高い。
補助を求めるが、近隣市の状況と、本市の見解を伺う。
市　高島市は無償化とは関係なく従来から5,200円の
給食費の支援をしているが、本市は自宅で子育てを行
う場合も同様の食材費がかかると考え、現在のところ
新たな支援制度の予定はしていない。

保育所の待機児童数ゼロへ対策強化を
議員　待機児童数が全国で6番目となっているが、待
機児童を生じさせない需要予測と施設整備などの待機
児童数ゼロへの対策を求める。
市　今年10月１日時点の待機児童数は224人である。
民間保育園の新設の公募不調や自然災害により資材・
人材確保が困難であったことから、当初の予定より開
園が遅れたことが原因である。保育需要の見込みと施
設確保を適切に行い、待機児童発生を防止していく。

高齢者の外出対策の現状分析と解決策
議員　高齢者の方々が外出に不安を持っ
ている現状について、市はどう分析し、
どのように解決策を考えているか伺う。
市　少しでも高齢者の方々の不安を解消すべく、昨年
度に草津市地域公共交通網形成計画を策定し、路線バ
スやまめバスだけでなく、タクシーによる移動手段も
検討項目に入れた。多様な移動手段を選択できる環境
整備について、検討を進めていきたいと考えている。

高齢者の外出対策のプロジェクトチーム
議員　この課題は、決して一つの部署で対応できるこ
とではないので、本市行政の総合力を結集して取り組
んではどうか。
市　交通政策部局と福祉部局との連携や情報共有が必
要となり、高齢者や障害者など、誰もが暮らしやすく、
また、自由に移動できる機会の実現に向け、今後展開
していく施策の中で、プロジェクトチームを立ち上げ
ることも視野に入れ、検討や取り組みを進めていく。

その他の質問 ・�まめバスの可能性
・�他市事例の「デマンド乗合タクシー」と
「ふれあいタクシー」に対する市の所見

その他の質問 ・�野池のメガソーラー⑤建設は住民合意を前
提に
・消費税の引き下げを

遠藤　　覚
市非常勤職員の新雇用制度移行
議員　来年度より会計年度任用職員制度
が開始する。一層の適正人員配置を求め
るが、移行に伴う人件費の増加額について伺う。
市　給与等処遇は検討中である。財政運営計画では
給与、期末手当等を含め、初年度は２億円増加する。
同計画では今後３年間で37億円不足するとしている。
外注化、AI⑦等を活用し業務効率化、最適な任用・勤
務形態等を見直し適切な人員配置を行い、市民サービ
スの向上を図る。
YMITアリーナの利用拡大を
議員　今夏開催されたイベントの中で、YMITアリー
ナでロックコンサートが行われたがその評価を伺
う。今後も同じ様な利用も含め利用範囲を拡大すべき 
では。
市　イベント全体では４万人超が来場した。騒音等の
苦情・施設破損等もなく、周辺のにぎわい創出に繋
がったと評価している。今回の経験をスポーツ以外の
大規模イベント誘致に活かし、YMITアリーナのより
一層の認知向上、にぎわい創出に努力する。

その他の質問 ・�西大路地先の一部を都市公園と認定し、建
蔽率を緩和する目的は

八木　良人
プログラミング教育の実践と課題
議員　2020年度からのプログラミング教
育全面実施に関連して、いままでの実践
や、今後の課題について伺う。
市　プログラミングを通して、論理的思考を身につけ
る姿がみられ、主体的な学びにつながっている。課題
としては、教員のスキルアップがあるが、必要な研修
の実施で対応している。また、個々に応じた指導を大
切にし、発展的課題に取り組むことも視野にいれて指
導にあたる。
マンション防災および停電対策
議員　マンションと戸建の違いを認識して、支援体制
を構築できているか。また、災害時に大きな課題とな
る停電対策について伺う。
市　マンション自主防災組織等のニーズを把握し、独
自支援については他市の状況や先進事例の研究を進め
ていきたい。自治会を持たないマンションへの支援は
消防署と連携して進めている。停電対策には、太陽光
発電と蓄電池を組み合わせることが一定有効だが課題
もあるので、国や県の情勢を注視していきたい。

その他の質問 ・教育委員会のあり方
・ギフテッド⑥教育への対応　・教員の増員

チャレンジくさつ草政会

公明党日本共産党草津市会議員団

⑤メガソーラー　出力が１MW（1000ｋｗ）を超える大規模な太陽光発電システム。
⑥ギフテッド　特定分野で顕著に優れた能力を生まれつき持っている人。
⑦AI　Artificial Intelligenceの略語。人間の知的営みをコンピュータに行わせるための技術。
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中嶋　昭雄 西田　　剛
本市のまちづくり
議員　草津市版地域再生計画の具体化を
図り、市全域を活性化し持続可能なまち
にするための市長の思いを伺う。
市　本市ではこれまでから、子育て・教育の充実、ま
ちなかの魅力向上、住む人も訪れる人も健幸になれる
まちを目指した健幸都市づくりなどに取り組んでき
た。市民意識調査において「総合的に住みやすいまち
である」「これからも草津市に住み続けたい」の項目
で肯定的に回答した市民の割合が75％以上となって
おり、暮らしやすさが実感できるまちへの実現が進ん
でいると考えている。

市の公共工事の入札について
議員　市として、現状に合わせた最適な入札制度の再
構築に向けた考えを伺う。
市　今年度工事が再入札となった要因は、全国的に鋼
材等の資材調達に時間を要すること等であった。工程
や仕様を見直す等して、再度市内業者へ発注を行った。
今後、入札不調の要因を踏まえ、市外業者の参加等に
ついても検討していきたい。

自治体経営
議員　近い将来、人口減・税収減の時代
を迎えるにあたり、今までの自治体運営
から自治体経営に転換することが急務であると以前か
ら行政に伝えてきたが、改めて見解を伺う。
市　将来的に訪れる縮小型社会への早期かつ適切な対
応を図るため、これまで以上に財源の確保や行政サー
ビスの効率化を進めるとともに、将来にわたって健全
で持続可能な自治体経営が必要だと考えている。

地域との協働について
議員　人口減少と高齢化に伴い、地域コミュニティの
希薄化が進む中において、まちづくり協議会の役割と
市全体と各地域によって生じるこれらの課題の差異を
どう解消していくのか伺う。
市　草津市版地域再生計画と草津市立地適正化計画
等、草津市地域公共交通網形成計画が連携し一体的に
進めることにより、各地域ごとの課題に対応し、さら
に第6次総合計画等を連動させることで、課題の差異
の解消に繋げることが重要であると考えている。

その他の質問 ・本市の防災対策および市域の強靭化 その他の質問 ・本市の将来ビジョンについて

小野　元嗣
JR南草津駅前渋滞の早急な改善
議員　南草津駅から山手側の企業・学校
の方々がストレスなく通勤通学できる駅
を目指すために、現在の渋滞対策の進捗状況と今後の
展開を伺う。
市　南草津駅周辺交通対策検討会等において、令和2
年度の社会実験の実施に向けた検討を進めている。駅
周辺の渋滞が解消され、公共交通の定時制が確保され
るスムーズな運行を目指すことで、公共交通利用の促
進や転換が図れるよう検討する。
良好な治安維持
議員　草津警察署の警察官増員および南草津エリアの
交番増設、防犯ボックス⑨の設置と防犯カメラの増設
について伺う。
市　近年、軽犯罪や特殊詐欺等が数多く発生しており、
犯罪の発生や非行防止を担う十分な警察官の配備が必
要だと考えている。市民が安心して暮らせる地域社会
の実現に向け、交番の増設や防犯ボックスの導入を県
警に要望していく。防犯カメラはパトラン⑩等のソフ
ト面と併せ進めていければと考えている。

その他の質問 ・�野路公園整備
・火葬場建替えと永代供養施設
・旧十禅寺川の道路化

土肥　浩資
公用車における事故件数の推移
議員　平成21年度から現在まで、公用車
で205件もの交通事故を起こしており、
今年度でも既に17件起きている。この結果をどう受
け止めているのか。
市　職員の不注意によるものが多く、非常に申し訳な
いという気持ちがある。職員の意識改革や安全運転の
啓発など、事故再発防止に向けた取り組みを効果的に
実施していく必要があるものと痛感している。

今後の公用車事故再発防止の取り組み
議員　再発防止に向けて、SDカード⑧の取得義務付
けや運転未熟者に対する研修などをやっていくべきで
はないか。
市　運転技術向上や安全意識の再確認のため、教習所
のペーパードライバー研修や、初心者講習を行ってい
るところへ職員を参加させ
ることも必要だと考えてい
る。SDカード取得に伴う
意識の高揚も確かに必要か
と思うので、今後検討して
いきたい。

草政会草政会

草政会 市民派クラブ

⑧SDカード　セーフドライバーカードのこと。警察庁が所管する自動車安全運転センターが発行する無事故無違反の携帯用証明書。
⑨防犯ボックス　警察官OB等の勤務員と住民、自治体が連携し、地域の防災力の向上を図るための核として設置する拠点施設。
⑩パトラン　防犯パトロールとランニングを掛け合わせた造語。ランニングをしながらパトロールを行う新しい防犯活動。

SDカード


